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論文内容の要旨
結核蘭より分離・精製したコードファクター (trehalose6，0・-dirnycolatc)を抗原とする酵素抗体法に
より，スメア陽性並びにスア陰性ハンセン病患者65名の血清抗コードファクターIgG及び~IgM抗体価を測定
した。健常人60?'.の血清抗体価 (100%陰性)と比較したところ，スメア陽性患者21名rr21名 (100%)が
lfl清抗コードファクター抗体陽性，スメア陰性患者44名巾37名 (84%)が陽性であった。このことは，ハ
ンセン病の巾清診断に机周されてきたらい曲.山木phcnolicglycolipid-I抗原を用いた凝集反応比して感度
及び特異性が優れており，かっ.再現性も良く，簡便なことからハンセン病の迅速血清診断に適している
ものと考えられる。臨床的に，明確に病型分類可能であった:14例について，抗コードファクター抗体価を
比較したところ，抗体価はLL>BL>BT型であり，体液性免疫反応の程度と並行して変動することが明ら
かとなった。さらに，単一サブクラス (α. メトキシ又はケト)ミコーノレ酸からなる半合成コードファク
タ}を用いて患者血清との反応性を検討したところ，ハンセン病患者では， α.ミコール酸コードファクター
に最も高い反応性を不し，ケトミコール酸コードファクターにも反応件.がみられたが.結核菌に特有のメ
トキシミコール酸コードファクターには反応性が極めて低かった。単一サブクラスのミコール般からなる
コードファクターを抗原とする酵素抗体法はハンセン病の鑑別診断に省用である。
論文審査の結果の要旨
ハンセン病はらい菌による慢性感染症であり.現イヂーも熱帯アジア地域を土として多数の新規患者発牛:(70
万人/年)が報告されている。ハンセン病制J.fには患者の早期発見や確実な化学療法が必須である。ハン
セン病の診断には，臨床症状，らい商由来phenolicglycolipid・I(PGL-J)抗原による血清凝集反応，病理
学的組織所見などが用いられているが.迅速性，簡便性，さらに.精度などに問題がある。そこで，着者
は抗酸菌属で類縁菌種である結核函由来コードファクターiこ着目し，抗原としてコードファクターを胤い
た酵素抗体法，すなわち，迅速lfl清診断法を開発した。
本法ーでは，健常者においてlUl清抗コードファクター抗体価は全例陰性であったが，皮膚塗抹検査らい関
陽性患者においては令例陽性，塗抹検合陰性患者では約80%が陽性であった。本法は測定時間は3-4時間
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以内に終了できた。この結果は，従来ハンセン病血清診断で汎用されてきたPGL-I抗原による血清凝集反
応に比較して，感度，特典性と迅速性の優れ.かっ再現性も良く，簡便であることから，ハンセン病の迅
速l血清診断法として極めて有用と考えられた。そこで，臨!永病型日1に血清抗体価を解析したところ，抗体
価はらい腫型.境界群らい腸刑，境界群類結核型の1聞に低卜しており，体液性免疫応答の程伎と執行して
生動することが判明した。次いで抗原決定基や抗体特異性を解析するため.単一サブクラス (α，メトキ
シ又はケト)ミコール酸から構成される半合成コードファクター抗原を用いて反応牲を検討したところ.
患者血清は αー ミコール酸コードファクターに最も高い反応性を示し，ケトミコール酸コードファクターに
は低い反応性がみられた。しかし，結核菌特有であるメトキシミコール酸コードファクターに対する反応
性は屈めて{丘かった。
以 1-.単一ーサブクラスミコール酸コードファクターを抗原に用いた本酵素抗体法はハンセン病の血清診
断に有用であり，これらの研究成果はハンセン病の迅速・簡便な血清診断法の開発に寄与するところ大で
ある。よって著者は博士(医学)の学的を慢与されるに値すると判定された。
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